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平成™�年™月˜ 日 水曜日 第�™š™号官 報

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

一
部
改
正
）

第
三
条

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
五
項
中
「
場
合
若
し
く
は
」
を
「
場
合
、」

に
改
め
、「
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
た
場
合
」の
下
に「
若

し
く
は
国
家
公
務
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
十
一
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

配
偶
者
同
行
休
業
を
し
た
場
合
」
を
加
え
る
。

（
自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百

七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
六
条
第
三
号
中
「
隊
員
又
は
」
を
「
隊
員
、」

に
改
め
、「
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
た
隊
員
」の
下
に「
又

は
国
家
公
務
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
十
一
条
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
配

偶
者
同
行
休
業
を
し
た
隊
員
」
を
加
え
る
。

第
百
二
十
条
の
十
五
第
二
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と

し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

四

国
家
公
務
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法

律
第
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
た
期

間

当
該
配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間
の
開
始
の
日

の
属
す
る
月
か
ら
当
該
配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間

の
終
了
の
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
月
数

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及

び
自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部

改
正
）

第
五
条

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
及
び
自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
平
成
十
九
年
政
令
第
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
、

「
、
平
成
十
九
年
三
月
」
を
「
平
成
十
九
年
三
月
、
同

項
第
四
号
の
規
定
に
あ
っ
て
は
平
成
二
十
五
年
三
月
」

に
改
め
る
。

防
衛
大
臣

小
野
寺
五
典

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

〇
文
部
科
学
省
令
第
八
号

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

三
条
及
び
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
専
門
職
大
学
院
設

置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
六
年
二
月
十
九
日

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省

令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
大
学
院
設
置
基
準
」
を
「
大
学
院

設
置
基
準
（
昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）」に

改
め
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
大
学
設
置
基
準
」
を
「
大
学
設
置

基
準
（
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）」に
改
め

る
。附

則
第
二
項
及
び
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

平
成
三
十
年
度
ま
で
の
間
、
教
職
大
学
院
に
お
け
る

第
五
条
第
二
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
一
個

の
専
攻
に
限
り
、
博
士
課
程
（
前
期
及
び
後
期
の
課
程

に
区
分
す
る
博
士
課
程
に
お
け
る
前
期
の
課
程
を
除

く
。）」
と
あ
る
の
は
「
学
部
の
専
任
教
員
又
は
修
士
課

程
若
し
く
は
博
士
課
程
」
と
、「
同
項
の
資
格
を
有
す
る

者
（
大
学
院
設
置
基
準
（
昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令
第

二
十
八
号
）
第
八
条
第
三
項
及
び
第
九
条
第
二
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は

「
、
同
項
の
資
格
を
有
す
る
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
五
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
専
任

教
員
を
兼
ね
る
こ
と
の
で
き
る
者
の
数
は
、
博
士
課
程

（
前
期
及
び
後
期
の
課
程
に
区
分
す
る
博
士
課
程
に
お

け
る
前
期
の
課
程
を
除
く
。）を
担
当
す
る
教
員
以
外
の

も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
教
員
の
数
の
三

分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
内
閣
府
訓
令
第
六
号

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
の
一

部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務
分
担
に
関
す
る
訓
令
（
平

成
十
三
年
内
閣
府
訓
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
経
済
財
政
分
析
担
当
の
項
中
11
を
削
り
、
12
を
11

と
し
、
11
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

12

地
域
活
性
化
・
効
果
実
感
臨
時
交
付
金
を
充
て
て
行

う
事
業
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の
経
費
の
配
分
計
画

に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
六
日
か
ら
施
行
す

る
。
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